
多摩NTエステート鶴牧4・5における	  
課題と改善に向けて	

鶴牧のこれから 	



■　マンション・団地の将来像を踏まえた大規模修繕	

３０年単位でマンション・団地の将来像を確認する。	

・大規模修繕１回目‐‐‐‐不具合の改修、修繕	

・大規模修繕２回目‐‐‐‐グレードアップ改修	

・大規模修繕３回目‐‐‐‐住宅機能の改善、更新	

２回目の大規模修繕が終わったころから３回目の大規模修
繕に向けて、マンション・団地の将来像の検討を始める。	

マンション・団地の抱える課題の認識と改善すべき方向性の
共有	
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1　.建替えによる、建物の一新と新規居住者の参入による団地機能の 
　　一新を図る。	
 	
2.　住環境の改善を行い、若い世代へも魅力ある集合住宅とすることで、 
管理、運営機能の向上と活性化を図る。	

■　住環境に関する課題の認識	

集合住宅の抱える課題	 高経年集合住宅おける課題	

集合住宅の
高齢化	

居住者の高齢化（管理、運営機能の低下）	

建物の高齢化（不具合の増加、住環境の悪化）	

意識の共有	



魅力ある住環境とし、世代交代によるマンション・団地の活性化	

  若年世代の購買意欲を促す商品価値のある団地 

■　良質な住環境‐‐    ・居住性能の向上 
　　　　　　　　　　　　　　　  ・ 豊かな外部空間の維持・向上 
　　　　　　　　　　　　　　　　・コミュニティー活動の充実 
　　　　　　　　　　　　　　　　・子育て、福祉、防犯、生活支援 
　　　　　　　　　　　　　　　　　システムや施設の充実 

　　　　　　　　　　　　　　　　・団地周辺環境（公共施設、 
　　　　　　　　　　　　　　　　　商業、公園等）の維持、充実	

■　投資可能な建物‐　・建物の躯体、設備の長寿命化 
　　　　　　　　　　　　　　    ・時代に合った住環境レベルを 
　　　　　　　　　　　　　　　　 維持 
　　　　　　　　　　　　　　　  ・安心してローンが組める（買える）	

安心して快適に永く住み続けられる 

資産価値向上により、
バリアフリー住宅、施
設等への転居時の
経済的安心	

歩いて行ける施設
近隣の生活利便性	

時代に合った住宅性
能レベルの確保	  

居住シニア世代	

充実した共用空間	  

これらによる豊かで
快適な生活環境	  

自分の生活及び
将来（老後）への
投資	



■　集合住宅を取り巻く社会状況　(住宅政策）	

省エネルギー	  
省CO2対策	  

住宅ストック	  
の活⽤用	   住宅流通促進	  

・今後は中古住宅が築年数だけではなく、	  
 　基準に基づく住宅性能評価で価値が決まる。	  
・税⾦金金、貸付⾦金金利⾯面での優遇措置	  

・省エネ改修促進と	  
 　して省エネ基準に	  
 　基づく補助	  
・住宅性能評価付け	  

・耐震改修、リフォー	  
 　ム⽀支援として性能基準	  
 　に基づく補助	  
・既存住宅の評価付け	  

・賃貸、売却、購⼊入	  
 　及び団地の魅⼒力力造り	  
 　に関するリフォーム	  
 　補助	  

良質な住宅ストックの創出	









・　住宅の資産価値は住環境に対する魅力（需要）がなけ	  
　　れば上がらない。	

・　マンション・団地の内部外部の住環境の向上が必要。	

・　大規模修繕は住環境向上に大きなチャンスとして時代	  
　　に合った良質な住宅性能を目指す。	

・　住環境向上に向けては住民の意識の共有が重要。	  

・　意識の共有の為に居住者のコミュニティーと豊かな人間関係	  
　　が築かれることが大切。	

・　豊かなコミュニティー、人間関係からマンション、団地の	  
　　将来像、資産価値向上へ向けての合意形成が可能になる。	

住宅の資産価値向上に向けて	




